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環太平洋大学 試験実施等に関する内規 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、環太平洋大学（以下、「本学」という。）学則第31条及び第33条から第35条に定める試験及び

成績について、必要な事項を定める。 

（試験の種類） 

第２条 本学学則第34条に定める試験（レポート等を含む。以下同じ。）は、履修科目の単位認定のために行うもの

で、平常試験及び定期試験をいう。 

２ 平常試験は、原則として科目担当教員が適宜の方法により随時行う。 

３ 定期試験は、各学期の終了時に行う。 

（定期試験の実施） 

第３条 科目担当教員は、定期試験実施の有無、試験の方法及び試験に必要とする時間を、指定された期日までに

教務課に届け出なければならない。 

２ 定期試験の時間割は、教務委員会の議を経て教務課が作成する。 

３ 定期試験の時間割は、原則として試験実施１週間前までに学生へ公示しなければならない。 

（定期試験の受験資格） 

第４条 所定の履修登録をしていない学生は、受験することができない。 

２ 不合格となった履修科目は、再試験の場合を除いて、再履修しなければ、受験することができない。 

（追試験） 

第５条 次の各号の一の事由により定期試験を欠席した者に対して、追試験を行うことがある。 

 (1) 天災地変による出席不能 

 (2) 公共交通機関の事故・故障による不通又は遅延（事故又は延着の証明書が必要） 

 (3) 疾病・傷病（医師の診断書が必要） 

 (4) 忌引き（会葬礼状など証明する書類が必要） 

 (5) 教員採用試験、就職試験、大学院入学試験（受験を証明する書類が必要） 

 (6) 大学の代表として出場する競技会又は全国レベル以上の公式大会への出場（大会へ提出したメンバー表の写

し、又は当該監督の証明書が必要） 

 (7) 国際大会のための招聘合宿（合宿への招聘を証明する書類が必要） 

 (8) その他特別な事情により、学部長が正当と認めたもの 

２ 追試験を受けようとする者は、当該科目試験終了後７日以内に、欠席の事由並びにその事由を証明する書類を

添付した追試験願を教務課に提出しなければならない。 

３ 追試験を欠席した場合は、再度追試験は実施しない。 

（再試験） 

第６条 卒業年次生は、卒業年次履修科目のうち成績評価がＤのものに限り、前期、後期それぞれ３科目を上限と

して再試験を受けることができる。ただし通年科目・実習科目・集中講義科目は、再試験の対象となりません。 

２ 前項による再試験を受けようとする者は、当該科目の成績発表日を含む２日以内に１科目につき1,000円の受験

料を納付の上、再試験願を教務課に提出しなければならない。 

３ 再試験に合格した場合の成績評価は、「Ｃ」とする。 

（成績評価） 

第７条 本学学則第32条に定める成績評価の評価内容は、次の表のとおりとする。 

区 分 評価 評 点 評 価 内 容 

合 格 

Ｓ 100～90点 学習目標をほぼ完全に達成している 

Ａ 89～80点 学習目標を相応に達成している 

Ｂ 79～70点 学習目標を相応に達成しているが、不十分な点がある 

Ｃ 69～60点 学習目標の最低限は満たしている 

不合格 

Ｄ 59～40点 学習目標の最低限を満たしていない 

Ｅ 40点未満 
学習目標を全く満たしていない 
再試験は受験不可 

Ｆ 不受験 「卒業研究」の不提出者 

G 資格無し 
出席不足（出席数が３分の２以上ない）により成績評価を受けることができ
ないもの 
再試験は受験不可 

Ｈ 保留 怪我等により実技試験が受験できず、成績提出期限内に成績が出せないもの 

２ 怪我等により実技試験が受験できず、「Ｈ」と評価した者に対しては、保留期間を翌学期定期試験最終日までと
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し、機能回復後速やかに実技試験を受けるよう指導を行い、試験に合格した場合は、受講した授業開講年度（期）

に遡って単位を認定するものとする。 

３ 前項に定める保留期限を過ぎても受験しなかった場合の評価については、保留期限時点の学修結果で評価を行

う。 

（試験の入退室） 

第８条 試験開始後15分以上経過したときは、試験場への入室は認めない。 

２ 試験開始後30分以上経過しなければ試験場からの退室を認めない。 

（受験者への指示） 

第９条 試験場において次の事項を指示しなければならない。 

 (1) 学生証を机上に提示すること。 

 (2) 試験監督の指示に従うこと。 

 (3) 試験中の私語及び筆記用具の貸借をしないこと。 

 (4) 試験中は携帯電話等の電源を切り、机上に置かないこと。 

 (5) 答案用紙は所定のものを使用し、名前等はもれなく記入すること。 

 (6) 答案用紙は、解答の有無にかかわらず試験場外に持ち出さないこと。 

（不正行為） 

第10条 不正行為とは次の各号の一に該当する場合とする。 

 (1) 受験科目の内容を記入した物品等の所持、及び机上への記入 

 (2) 他の学生の答案を写し取った場合 

 (3) 答案用紙等の交換 

 (4) 替玉受験 

 (5) 参照を許可されていない教科書、ノート、参考書等の資料を見た場合 

 (6) 参照を許可されている資料であっても受験中に貸借した場合 

 (7) 試験監督者の指示に従わない等、試験監督の業務を著しく妨害した場合 

 (8) 携帯電話等を使用した場合 

 (9) その他前各号に準ずる行為 

２ 試験に際して不正行為のあった者は、当該受験科目の無効または当該学期の全定期試験科目を無効（「Ｅ」評価）

とし、本学学生懲戒規程に基づき処分する。 

（改廃） 

第11条 この内規の改廃は、学長が行う。 

 

  附 則 

 この内規は、平成19年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この内規は、平成19年９月１日から施行する。 

  附 則 

 この内規は、平成20年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この内規は、平成22年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この内規は、平成25年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この内規は、平成30年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この内規は、令和２年４月１日から施行する。ただし、第７条については、2020年度入学生から適用し、2019年

度以前入学者は、従前の内規による。 

  附 則 

 この内規は、令和３年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この内規は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 

※健康科学科における再試験は別に定める。 




